
都
城
盆
地
の
地
下
水
は
、
水
道
水
源
や

農
業
用
水
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の

貴
重
な
循
環
資
源
で
す
。

し
か
し
、
一
部
の
井
戸
で
高
濃
度
の
硝

酸
性
窒
素
が
検
出
さ
れ
た
り
、
地
下
水
の

水
位
が
低
下
し
た
り
す
る
な
ど
、
地
下
水

環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

硝
酸
性
窒
素
は
、
人
の
健
康
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
煮
沸
し
て
も

取
り
除
け
ま
せ
ん

良
好
な
地
下
水
環
境
を
守
る
た
め
、
市

と
近
隣
自
治
体
が「
都
城
盆
地
地
下
水
保

全
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
。
都
城
盆

地
の
地
下
水
の
質
的
お
よ
び
量
的
な
調

査
・
研
究
を
宮
崎
大
学
と
共
同
で
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
県
や
関
係
自
治
体
が「
都
城
盆

地
硝
酸
性
窒
素
削
減
対
策
基
本
計
画
」
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、「
都
城
盆
地
硝
酸

性
窒
素
削
減
対
策
協
議
会
」
を
設
立
。
公

共
下
水
道
の
普
及
・
促
進
と
併
せ
て
、
地

下
水
の
環
境
保
全
に
向
け
た
次
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●� 

施
肥
対
策　
環
境
保
全
型
の
農
業
や
適

正
施
肥
の
推
進
、
化
学
肥
料
低
減
技
術

の
導
入
な
ど

●� 

家
畜
排
せ
つ
物
対
策　
野
積
み
や
素
掘

り
な
ど
、
不
適
切
処
理
に
対
す
る
指
導

●� 

生
活
排
水
対
策　
単
独
処
理
浄
化
槽
な

ど
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
更
新
を

促
進

貴
重
な
地
下
水

地
下
水
を
守
る
市
の
取
り
組
み

く
み
取
り
や
単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
生

活
排
水
を
未
処
理
の
ま
ま
放
流
す
る
た
め
、

地
下
水
や
河
川
の
水
質
が
悪
化
し
、
私
た

ち
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
】

く
み
取
り
や
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
に
更
新
す
る
場
合
、
設
置

に
関
わ
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

環
境
政
策
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

補
助
対
象　
５
～
10
人
槽
の
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
し
、
次
の
全
て
を
満
た

す
も
の

①�

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理
区

域
以
外
の
住
宅

②
個
人
住
宅
、ま
た
は
店
舗
併
用
住
宅（
延

　
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
居
に

　
使
用
さ
れ
る
建
物
）

※
建
て
売
り
住
宅
や
別
荘
、
共
同
住
宅
、

　
寄
宿
舎
お
よ
び
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

●
補
助
条
件

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②�

工
事
業
者
が
県
指
定
の
浄
化
槽
設
置
者

講
習
を
受
講
し
て
い
る
こ
と

③�

工
事
業
者
が
宮
崎
県
浄
化
槽
工
事
の
登

録
業
者
で
あ
る
こ
と

※
予
算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。
建
て

　
替
え
の
場
合
は
、
補
助
対
象
と
な
る
か

　
必
ず
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
】

合
併
処
理
浄
化
槽
の
機
能
を
守
る
た
め

に
、
保
守
点
検
や
清
掃
、
法
定
検
査
を
、

指
定
さ
れ
た
機
関
に
依
頼
し
、
必
ず
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
一
人
が
で
き
る
取
り
組
み

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
に
よ
り
、

都
城
盆
地
の
硝
酸
性
窒
素
濃
度
の
環
境
基

準
超
過
割
合
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
環
境
省
の
平
成
29
年
度
調
査

に
よ
る
と
、
全
国
の
環
境
基
準
超
過
割
合

（
２
・
８
㌫
）に
比
べ
、
ま
だ
高
い
水
準
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

都
城
盆
地
の
貴
重
な
水
資
源
で
あ
る
地
下
水
を
守
る
た
め
の
保
全
活
動
や
、
河
川

水
質
改
善
な
ど
の
本
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 

◎
問
い
合
わ
せ　
環
境
政
策
課　
☎
23
－
２
１
３
０

都
城
の
生
活
を
支
え
る「
地
下
水
」
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現
在
、
本
市
の
６
つ
の
公
共
下
水
道
処

理
区
は
、
２
、
２
３
０
・
３
㌶
の
整
備
を

完
了
し
、
７
１
、
３
７
６
人
分
の
下
水
道

処
理
が
可
能
で
す
。
そ
の
う
ち
下
水
道
に

接
続
し
て
い
る
割
合（
＝
水
洗
化
率
）
は

82
・
16
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
河
川
の
水
質
を
改
善

家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
場
、
洗

面
所
な
ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
や
工
場
排

水
を
、
下
水
処
理
場
で
浄
化
し
、
河
川
の

水
質
を
改
善
し
ま
す
。

●
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
制

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
の
側
溝

な
ど
を
流
れ
ず
に
処
理
で
き
る
の
で
、
ハ

エ
や
蚊
な
ど
の
害
虫
や
、
悪
臭
の
発
生
が

抑
え
ら
れ
、
衛
生
的
で
す
。

新
し
く
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
た
区

域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
該
当
区
域
に
住

ん
で
い
る
人
は
、
速
や
か
に
下
水
道
へ
接

続
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
下
水

道
供
用
区
域
に
住
ん
で
い
て
未
接
続
の
人

も
、
早
め
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
く
供
用
を
開
始
し
た
区
域

郡
元
町
・
吉
尾
町
・
花
繰
町
の
一
部

平
成
31
年
度
供
用
開
始
予
定
区
域

郡
元
町
・
吉
尾
町
の
各
一
部

接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事
店

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
は
、

工
事
後
に
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う
、
排

水
設
備
の
構
造
な
ど
の
細
か
な
点
ま
で
市

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

指
定
工
事
店

以
外
は
、
適
切

な
工
事
を
し
な

い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
依

頼
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

生
活
排
水
を
未
処
理
の
ま
ま
放
流
す
る
と
、
河
川
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
下
水

道
に
接
続
し
て
、
河
川
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
局
下
水
道
課　
☎
23
－
５
９
２
１

接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で
！

下
水
道
の
役
割

下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

本
市
の
１
０
０
年
後
の
水
道
事
業
を
見
据
え
、合
理
的
な
経
営
の
方
針
を
定
め
た「
都

城
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。 
◎
問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
局
総
務
課　
☎
23
－
４
８
１
０

水
道
事
業
は
、
市
民
な
ど
か
ら
の
水
道

料
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
の
人
口
減
少
な
ど
に
伴
う
収
益
の
減
収

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、安
全
な
水
質
の
保
証
と
信
頼
性・

満
足
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
非
常

時
で
も
確
実
に
水
道
を
供
給
で
き
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す

る
た
め
平
成
31
年
３
月
、
新
た
に「
都
城

市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本
市
の
水
道
の

現
状
と
将
来
の
見
通
し
を
分
析
・
評
価
し
、

水
道
事
業
の
あ
る
べ
き
将
来
像
を
ま
と
め

た
基
本
的
な
方
針
で
す
。

安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
供
給
す
る
と

と
も
に
、
事
業
の
透
明
性
を
確
保
し
な
が

ら
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
満
足
さ
れ
る

水
道
事
業
の
維
持
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は「
い
つ
も
飲
む
お
い

し
い
水　

都
城
の
水
道
水
」を
将
来
像
に

掲
げ
、
次
の
基
本
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

●
将
来
像
実
現
の
た
め
の
基
本
目
標

【
持
続
】い
つ
ま
で
も
安
全
な
水
を
安
定
し

て
供
給
し
ま
す

具
体
的
施
策　
水
道
施
設
の
再
構
築
、
健

全
経
営
の
推
進
、
利
用
者
や
関
係
機
関
と

の
連
携

【
安
全
】安
心
し
て
お
い
し
く
飲
め
る
水
を

供
給
し
ま
す

具
体
的
施
策　
良
質
な
水
源
の
確
保
と
保

全
、
安
心
し
て
飲
め
る
良
質
な
水
づ
く
り

【
強き

ょ
う
じ
ん靭
】事
故
や
災
害
に
強
く
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
安
定
的
に
水
を
供
給
し
ま
す

具
体
的
施
策　
強
靭
な
施
設
づ
く
り
、
危

機
管
理
体
制
の
強
化

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
状
況

ビ
ジ
ョ
ン
が
導
く
水
道
事
業
の
将
来
像

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

１
０
０
年
後
の
水
道
を
守
る

「
都
城
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

河
川
環
境
を
改
善
す
る「
下
水
道
」
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